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新たな行政マネジメントのあり方（再掲）
　～成果に基づく行政マネジメント～

■成果に基づく行政マネジメントに必要な４つの要素（再掲）

１．成果によるマネジメントのための枠組み

•　ミッションの設定及びそれに基づく政策目標の策定

•　アウトカム指標の選定及び目標値の設定

２．目標管理型の組織体系

•　目標による実施部局の管理

•　評価担当部局による業績の評価

３．内部マネジメント改革

•　成果重視の行政プロセスを構築

•　必要なデータの取得

•　執行過程におけるマネジメントの浸透

４．外部マネジメント改革

•　アウトカム指標を用いた目標及び業績の公表

•　意志決定過程への関係者の参加
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　１．成果によるマネジメントのための枠組み

①ミッションの設定及びそれに基づく政策目標の設定

「国土交通省の使命、目標、仕事の進め方」（H13.1月発表）及び「国土交通省政策評価基本計画」に

おける政策目標に基づくマネジメントを推進。

②アウトカム指標の選定及び目標値の設定

道路行政では、平成１５年度からアウトカム指標を導入し、これに基づく行政マネジメントを推進

すべく準備中。
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成果によるマネジメントのための枠組み
　国土交通省のミッション・政策目標

国土交通省では、平成13年１月に「国土交通省の使命、目標、仕事の進め方」を策定

ミッション

政策目標

指　標

目 標 値

国土交通行政の使命

国土交通行政の５つの目標

• 人々の生き生きとした暮らしと、これを支える活力ある経済社会、
日々の安全、美しく良好な環境、多様性のある地域　を実現す
るためのハード・ソフトの基盤を形成すること

①自立した個人の生き生きとした暮らしの実現

②競争力のある経済社会の維持・発展

③安全の確保

④美しく良好な環境の保全と創造

⑤多様性ある地域の形成
（http://www.mlit.go.jp/kisha/kisha01/01/010130_.html）

（国土交通省 ウェブサイトより抜粋）
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4成果によるマネジメントを支援する政策評価制度の確立

国土交通省では､業績測定（政策チェックアップ）を行うために､平成14年4月に策定した「国土交通省政策評価基
本計画」において、27の政策目標と113の業績指標を設定している（うち、道路行政に関わるものについて以下に抜粋）

　現行の政策目標・業績指標

○共通の政策課題

○環境

○安全

○経済社会

○暮らし

23 大気、騒音等に係る生活環境の改善

27,250km（H14）24,430km（H12）111 公共施設管理用光ファイバ等収容空間ネットワークの延長

69%（H14）11%（H13）110 ＥＴＣ利用可能料金所整備率
26 ＩＴ革命の推進

65%（H14）61%（H11）94 夜間騒音要請限度達成率

3,200（H14）2,700（H12）80 幹線道路に係る事故多発地点対策箇所数19 交通安全の確保

９割（H14）８割（H12）73 緊急輸送道路上の橋脚の耐震補強率18 災害による被害の軽減

44%（H14）36%（H12）47 主要な空港・港湾への連絡率13 物流の効率化

80%（H14）74%（H12）39 高規格幹線道路の面積カバー率11 広域的モビリティの確保

51%（H14）48%（H12）32 都市内道路緑化率8 アメニティ豊かな生活環境の形成

22km/h（H14）21km/h（H11）28 朝夕の三大都市圏人口集中地区の自動車走行速度

1,000箇所（H14）600箇所（H12）27 主要渋滞ポイント解消数
7 都市内渋滞の緩和

6,400km（H15）4,600km（H12）22 電線類地中化延長5 住環境、都市生活の質の向上

２割（H14）１割（H12）5 バリアフリー歩行空間ネットワーク整備地区割合2 バリアフリー社会の実現

目標(目標年次)現況(時点)業績指標政策目標
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渋滞損失時間

渋滞がない場合の所要時間と実
際の所要時間の差

渋滞損失金額

上記の費用換算値

※主要なアウトカム指標（目標値等を含む）は現時点のものであり、今後の変更があり得る

道路行政では、平成15年度からアウトカム（成果）指標を導入し、これに基づく行政マネジメントを推進すべく準備中。

　道路行政のマネジメントに用いるアウトカム指標案

道路IRサイト評点

ホームページアクセス数 1億Hit/年858万Hit/年
情報公開度

道路行政の改革（アカウンタビリティの向上）

４．環境　～環境の保全・創造～

３．安全　～安全で安心できる暮らしの確保～

２．暮らし　～生活の質の向上～

１．活力　～経済活力の回復と地域づくり～

33点

2.6点

－

66%

0%

51%

84%

81%

69%

122件/億台ｷﾛ･年

1.13人/億台ｷﾛ･年

8%

17%

2.9%

61%

66%

13%

61%

275時間/ｷﾛ･台

11.6兆円/年

38.1億人時間/年

現況値(H14) 目標値(H19)指　標

利用者満足度

自動車ＣＯ２排出削減量

夜間騒音要請限度達成率

ＳＰＭ環境目標達成率

ＮＯ２環境目標達成率

機能維持指数

構造物保全率

災害時救援ルート確保率

死傷事故率

交通事故死者率

無電柱化率（幹線道路）

バリアフリー化率

ＥＴＣ利用率

日常活動圏中心都市への安定到達率

日常活動圏交流ルート確保率

自動車専用道路交通分担率

都市計画道路が整備された市街地に居住
する人口比率

路上工事時間

渋滞による損失金額

渋滞による損失時間

40点
18

3.0点17

3,200万t-CO2/年16

73%15

62%

76%
14

概ね現状水準を維持13

92%12

80%11

118件/億台ｷﾛ･年

1.04人/億台ｷﾛ･年
10

13%９

53%８

50%７

66%６

68%５

15%４

65%３

２割削減２

10.0兆円/年

33.1億人時間/年
１

《指標の定義の例》ミッション

政策目標

指　標

目標値

渋　滞

交通事故

死者率

１台の車が１億km走る間に交通
事故で死亡させしまう人数

死傷事故率

１台の車が１億km走る間に起こし
てしまう死傷事故の件数
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　２．目標管理型の組織体系

①目標による実施部局の管理

政策目標ごとの責任部局を設定。

②評価担当部局による業績の評価

道路事業分析評価室を設置し、業績の評価及び分析を実施。
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　道路事業分析評価室の設置

道路局長

道路事業
分析評価室

企
画
課

総
務
課

国
道
・
防
災
課

地
方
道
・
環
境
課

路
政
課

道
路
交
通
管
理
課

高
速
国
道
課

有
料
道
路
課

道路資金
企画室

日本道路公団・
本州四国連絡橋

公団監理室

道路利用
調整室

? ? ?
推進室

道路経済
調査室

道路防災
対策室

地域道路
調整室

道路環境
調査室

道路局
次長

■道路局の組織体系（平成１５年４月以降）

道路事業分析
評価室の設置
（平成１５年４月１日新設）

道路事業分析
評価室の設置
（平成１５年４月１日新設）

個別施策の
担当部局
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　３．内部マネジメント改革

①成果重視の行政プロセスを構築

アウトカム指標を用いた「成果に基づく行政マネジメントシステム」を構築し、「年次計画書(仮称)」、

及び「業績報告書(仮称)」を策定

②必要なデータの取得

現況値及び業績の測定に必要なデータを効率的に取得する体制を確立。

③執行過程におけるマネジメントの浸透

現場事務所に至るまでの予算執行過程の各レベルで、成果に基づく行政マネジメントを実践。
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　H17年度

　①成果重視の行政プロセスを構築　～平成１５年度を例に～

平成１６年度平成１５年度平成１４年度

　　事後評価実施目標値設定

反映

　　事後評価実施目標値設定

H15年次計画書（仮称）

•Ｈ１５年４～６月：公表

H15年次計画書（仮称）

•Ｈ１５年４～６月：公表

H15業績報告書（仮称）

•H16年４～６月：公表

H15業績報告書（仮称）

•H16年４～６月：公表

ア
ウ
ト
カ
ム
目
標
案

ア
ウ
ト
カ
ム
目
標
案

ア
ウ
ト
カ
ム
目
標
の
設
定

ア
ウ
ト
カ
ム
目
標
の
設
定

平
成
一
五
年
度
予
算
概
算
要
求

平
成
一
五
年
度
予
算
決
定

H14．8月 H15．3月 H16．４～６月

事　

後　

評　

価
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　②必要なデータの取得

■ＩＴを活用し、アウトカムを重視したデータの取得

■従来のデータ取得方法

道路統計年報：毎年度作成
道路種別ごとの延長等が中心

道路交通センサス（道路交通情勢調査）：原則として５年ごとに実施（平日１日、休日１日）
交通量調査・旅行速度調査 高速道路、国道、都道府県道が対象

ＯＤ調査　　等

交通量データ

常時観測局（トラフィック・カウンター）：高速道路及び幹線国道のかなりの区間をカバー

旅行速度データ

常時観測局（トラフィック・カウンター）：高速道路については概ね設置済

「プローブカー」の活用 ：バス路線等について順次導入中

交通事故データ

交通事故統合データベース ：警察庁と協力し、平成７年以降の交通事故データを整理

その他

利用者満足度調査の実施 ：インターネットを通じ、毎年度調査実施予定

31%

5%

32%

11%

28%

84%

1%

9%

走行台ｷﾛ

実延長

高速 国道 都道府県道 市町村道
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　＜参考＞「プローブカー調査」の概要

・ リアルタイムで路線別の走行速度データを取得

・ 毎日のリアルタイムデータを平休日別、車種別・方向別等に集計することにより、ア

ウトカム指標の算出、事業評価などへの適用が可能

・ リアルタイムで路線別の走行速度データを取得

・ 毎日のリアルタイムデータを平休日別、車種別・方向別等に集計することにより、ア

ウトカム指標の算出、事業評価などへの適用が可能

車両

車速信号

GPSアンテナ

通信機 通
信
網

分析

データ収集サーバ

GPS信号
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　　取得したデータの例　～渋滞損失額を例に～

※平成１３年１０月現在のプローブカー調査及び平成１１年度実施の道路交通センサスに基づく
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　③執行過程におけるマネジメントの浸透　～渋滞データを用いた事業の効果の分析～

●事業前

●事業後

至　新潟大学入口 至　新潟駅

国道１１６号

0 1 2 3 4有
明
大
橋

10km/h

12km/h

15km/h

20km/h

30km/h

8km/h

（km）

（旅行速度）

基準旅行速度基準旅行速度

0 1 2 3 4

10km/h

12km/h

15km/h

20km/h

30km/h

8km/h

有
明
大
橋

（km）

（旅行速度）

基準旅行速度
0 1 2 3 4

10km/h

12km/h

15km/h

20km/h

30km/h

8km/h

有
明
大
橋

（km）

（旅行速度）

基準旅行速度基準旅行速度

※新潟市有明大橋東詰交差点改良事業（平成１３年度供用）の事後評価より抜粋

渋滞損失
１億４，９００万円／年

渋滞損失
４，３００万円／年
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事故件数
Ｈ１３

192 137 137.0 ～ 137.369 12 540.34
192 136 136.0 ～ 137.0 69 474.82
192 118 118.0 ～ 119.0 28 392.82
192 117 117.0 ～ 118.0 27 360.12
55 22 22.0 ～ 23.0 23 347.30
192 135 135.0 ～ 136.0 49 324.30
192 130 130.0 ～ 131.0 33 317.90
192 133 133.0 ～ 134.0 51 262.02
11 0 0.0 ～ 1.0 64 239.27
192 126 126.0 ～ 127.0 22 211.94
192 134 134.0 ～ 135.0 41 210.65
55 0 0.0 ～ 1.0 50 189.95
192 127 127.0 ～ 128.0 17 163.77
11 1 1.0 ～ 2.0 37 162.33
55 47 47.0 ～ 48.0 5 159.23
55 12 12.0 ～ 13.0 11 117.81
55 7 7.0 ～ 8.0 21 117.39
55 23 23.0 ～ 24.0 8 102.10
55 2 2.0 ～ 3.0 25 100.36
32 78 78.0 ～ 79.0 1 54.89
11 2 2.0 ～ 3.0 10 32.96

距離標 事故率
(件/億台キロ)

路線名 区間番号

　執行過程におけるマネジメントの浸透　～交通事故データを用いた計画策定～

1km区間ごとの
死傷事故率の設定

交通事故率が高い
区間の詳細な分析

※本資料における数値等はイメージであり、実際の区間、箇所を示すものではない
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　４．外部マネジメント改革

①アウトカム指標を用いた目標及び業績の公表

「年次計画書(仮称)」「業績報告書(仮称)」について、策定と同時に公表

（道路行政評価サイト「道路ＩＲサイト」の活用）

インターネット等を通じ、国民の意見を募り、可能なものについては反映

②意志決定過程への関係者の参加

新たな道路行政マネジメントへの市民参画の方法について検討

毎年度、「道路利用者満足度調査」を実施し、調査結果を施策・事業に反映



第１回道路行政マネジメント研究会資料

16

　①アウトカム指標を用いた目標及び業績の公表　～「道路ＩＲサイト」の紹介～

事業・政策の評価結果を公開

関連公団の財務状況等の公開

事業評価の基礎データの公開

道路IRサイト（道路行政評価サイト）：平成１３年１０月より開設

http://www.mlit.go.jp/road/ir/

入札・契約情報の公開

地方整備局・国道事務所ごとにも
ＩＲサイトを開設
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　②意志決定過程への関係者の参加　～「道路利用者満足度調査」の実施～

▼時　期：平成１４年６月２０日～７月２１日
▼回答数：約３万４千人
▼利用者満足度調査のテーマ
　　　①道路全般に対する満足度
　　　②道路種別ごとの満足度
　　　③渋滞、交通安全などの施策別の満足度
　　　④道路行政に対する満足度

「顧客満足度（Customer Satisfaction：CS）」

道路行政においてもこの考え方を取り入れ、各種道路サービスに対し、顧客である道路利用者の満足度を５段
階評価で表した「利用者満足度」を把握するための調査を平成１４年度より実施

よく使う道路全般についての満足度
（全国値：２．６）

有料道路料金についての満足度
（全国値：１．７）

※基本的に、５点（非常に満足）～

　　　　　１点（非常に不満）までの５段階評価


